
札幌市における感染者の状況（６月４日現在）

陽性累計 現在患者数 軽症・中等症 重症 死亡累計 陰性確認済累計

683 107 97 10 47 529



これからの暮らし

 潜在的な感染者の存在

再流⾏の
リスク

 感染防⽌対策と
社会経済活動の両⽴が必要

 外出⾃粛の緩和による⼈の動きの増加
 これまで以上に注意⼒を
⾼めて⾏動しなければな
らない



第３波、第４波の発⽣を想定し、
再流⾏の兆しをキャッチ

さまざまな
指標で

モニタリング

再流行を緩和する取り組み

休業要請・外出⾃粛等で、
感染者数を抑え込む

緊急事態措置

⼤きな流⾏に
ならないように

新規感染者数



北海道「アラートの際の指標」
■感染状況
・新規感染者数 ・新規感染者数のうちリンクなし ・前の１週間との⽐較

■医療提供体制
・⼊院患者数
・重症患者数

■監視体制
・PCR検査の陽性率
・受診相談窓⼝における相談件数

モニタリングの指標

▲ホームページ掲載⽤バナー（イメージ）

新型コロナウイルスに関する
モニタリング指標の状況（6月2日現在）

 そのほか、⼈の動きである「都⼼部⼈流データ」などをモニタリング

新規感染者数：1

新規感染者のうち接触歴等不明率：2

新規感染者数の増減（週単位）：3

入院患者数：4

重症患者数：5

PCR検査の陽性率：6

警戒ステージ１(注意)

受診相談窓口における相談件数：7
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新型コロナウイルスに関する
モニタリング指標の状況（●月●日現在）



リ
ン
ク
あ
り

病院 124
家庭 110
⾼齢者施設 97
会社 61
その他の活動 25

感染者の発生動向

※3/20（北海道独⾃の緊急事態宣
⾔の解除後）〜5/23のデータに
基づく

リンクなし 155



こんな点に注意！

カラオケカラオケ

対策例対策例

⼤きな声を出す 飲⾷を
伴うことも

距離の確保

マイクを共⽤する

高齢の方の「昼カラオケ」での感染も発生しています！

使⽤者が替わる都度
マイクを消毒仕切りの設置 換気



特徴

家 庭

 家庭ではお互いの距離も近く、接触も多い
 万が⼀、感染者が発⽣した場合には、家庭内に感染が

広がる可能性が⾼い

こんな点に注意！
（⽇常⽣活）

対策例

 ウイルスを家庭に持ち込まないことが⼤切

こまめに⼿洗い・
洗濯をしましょう

⿐をかんだティッシュ等、
ゴミの扱いに気を付けましょう



臨時休業中の支援 学校再開後の支援

実態把握
アンケートの実施 個に応じた指導

学びのサポーターによる

放課後学習支援

全学校で活用が可能

支援範囲を放課後に拡大

少人数短時間登校
６/1～６/12

５/14～

オンライン支援

５/25～６/5

テレビ放送

４/23～

学習動画の配信

学習動画の配信

オンライン
支援

学習課題の提供
４/14～



学校再開後の支援

さっぽろっ子放課後等学習サポート事業

新たに大学生や大学院生による支援への

拡大を図ります。

教育実習の単位への充当について、教員養

成課程をもつ大学との連携を図ります。

放課後等学習サポーターを配置し、

一人一人の子どもの学びを保障します。

学習課題の提供等による家庭における学習への支
援

幅広い人材で社会総がかりで子どもたち

の学びを支えます。


